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2024年9月に世界ではISOイノベーションマネジメントシステム認証規格が発
行され、日本ではデジタルガバナンスコード3.0が改定された。両者とも価値
創造のための経営方針について発出されたものだが、違いを述べるとともに、
国際規格の活用方法について述べる。
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背景説明

•欧州でISO9000（品質管理システム）ではイノベー
ションを興すことができないという認識が高まる

• 2013年に委員会設置（TC279）、欧州・アメリカ・
中国・南米など59か国が参加（日本2015年～）

• 2019年7月にはガイダンス規格 ISO56002が発行、
JIS化作業中（2023年10月発行）

• 2021年カナダが認証規格であるISO56001 開発を提
案。 50か国以上の第一線の専門家により開発され、
2024年9月発行。

•今後 56001認証に組織が必要とするスキルや能力を
定義する56011コンピテンスフレームワークに着手。

ISO56002（ガイダンス）発行の経緯



ISO56002（ガイダンス）のフレームワーク
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https://ji-network.org/

ペインポイント
（悩みの種）やア
イデア

価値の創造
・商品、サービス
・社会的課題解決

・試行錯誤（ノンリニア）を初めて国際標準にした
・チャレンジャーを応援する
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デジタルガバナンスコード３．０の全体像

DX経営に求められる３つの視点・5つの柱
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・既存ビジネスモデルの改善や新たなビジネスモデルの策定の具体的な方策が不明確

デジタルガバナンスコード３．０の補完 ビジネスモデルの策定方法

（8章）イノベーションのプロセス 非線形的（ノンリニア）な順序をとる。反復的である。



デジタルガバナンスコード3.0の補完 イノベーションの芽をつぶさない企業文化

・日本では「空気を読む」、「忖度」など、集団の調和や上下関係を重視する文化
・「KPIの設定・評価」により、従業員の成功への心理的圧力が一層高まる可能性

ISO56002
（3章）不確実性及びリスクのマネジメント
・全ての取組みがイノベーションに至るとは限らない。中止された取組みは
学習の材料となる

（4章）組織文化
・創造的な考え方および行動と、決まった活動を確実に行う考え方および行
動が共存すること
・現在の前提条件に疑義を呈することの奨励
・外発的な動機付け（例えば金銭的な報酬）のみではなく、
内発的な動機付け（例えば自主性の向上および意欲を高める目的）が重

視されている。

（5章）リーダーシップ及びコミットメント
・成功及び失敗の両方からの学び、イノベーターを励ます
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